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被災者の皆さまに 心から

お見舞い申し上げます。 

２．連合救援ボランティア 8月の取り組みが決定 

 連合は、6 月 16 日、第 22 回中央執行委員会を開催し、「連合東北地方太平洋沖地震災害

救援カンパ」の配分を決定しました。6 月 14 日現在、国内外から総額約 7 億 3000 万円のカン

パ金が連合本部に寄せられましたが、そこから岩手県・宮城県・福島県に各 2 億円、茨城県・千

葉県に各 2000 万円を、直ちに交付することが決定しました。その他には、3500 万円が、連合救

援ボランティア送迎バス代など「連合救援活動費」にあてられます。 

 連合は、6月 11日出発した第 10陣まで、合計約 3千人のボランティアを派遣し、延べ 1万 9千

名/日の活動を行ってきました。本日開催された第 22回中央執行委員会では、8月の連合救援ボ

ランティアの取り組みが、次のとおり決定しました。 

【岩手】 対応が遅れている陸前高田市に活動を集中する。その際、ボランティア派遣にとどまら

ず、社会福祉協議会を中心に運営されているボランティアセンターの運営の中核を担うと

ともに、復旧復興後の「まち起こし」の観点からも役割を発揮する。 

【宮城】 気仙沼地域、石巻・東松島地域において活動を継続する。千厩ベースキャンプは、補修

工事のため 7月末に撤退するため、気仙沼対応の新たなベースキャンプを設置する。 

【福島】 夏休みに入り学生等の一般のボランティアの増大が見込まれること等を踏まえ、8月は

救援活動をいったん休止する。 

３．連合岩手 復興支援に向けて県産品を販売 

 連合岩手・東日本大震災対策本部（本部長：砂金 連合岩手会長）は、地場産業が少しでも元気が

出ればとの願いで、「岩手県産（株）特産品プラザららいわて」と協力して、県産品の販売に取り組ん

でいます。是非ご支援ください。 

販売品目： 「こむぎ工房 パンセット（冷凍）」、「岩手こだわり食べてみそセット」、「岩手麺セット（じゃ

じゃ麺・冷麺）」  詳しくは、別添チラシをご参照ください。 

注文方法： 別紙注文用紙にて、FAXで直接「岩手県産（株）特産品プラザららいわて」へご注文願いま

す。「ららいわて」より電話での注文確認後、7日～14日程度で商品をお届けします。 

 
詳しくは 「ららいわて」 （TEL. 019-626-8178）までお問い合わせください。 
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